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琵琶湖プ ロ ジ ェ ク トは , 全国の 各分野か らの 水文研究者が 一 同に会 して戟 し, 衛星 リモ ー
トセ ン シ ン グやGISな どの 最新技術を駆使 した共同観測 ･解析を行う こと により, 水文学の 新
たな方向や飛躍 をもた らす ことを最も基本的な目的と して , 1989年以来の13年乳 棒々 な機
関や個人 の協力を頂い て活動 を続けて い る . 1989年 - 1994年の 第1 ス テ ー ジ, 1995年 - 2000
年 の第 2ス テ ー ジを終了 して現在第3ス テ ー ジが緒につ い た ところで ある . その 間, 琵琶湖
プ ロ ジ ェ ク トと衛星リ モ ー トセ ン シ ン グと の 関係は少 しずつ 変化してきて い る .
賛琶湖プ ロ ジ ェ ク トが掲げて いる具体的な目的を達成の順序を考慮して 要約すると,
1 . 衛星リ モ ー トセ ン シ ン グデ ー タ の 地上検証
2 . 衛星デ ー タ を即 ､た水文量抽出ア ル ゴリ ズムや モ デル の 開発
3 . 地表面 一 大気系の 水文循環過程の 相互作用の解明
4 . 水文循環過程の 時空間ス ケ ー ル 効果 の解明
5 . 琵琶湖流域にお ける水 文循衆 モデ ル の 作成
6 . 種 々 な時間 ス ケ ー ル で 得られる水文情報の 水資源に関わる諸問題 へ の活用手法の 開発
である . 第1 ス テ ー ジで は目的1 - 3を中心殊贋 に掲げ, 刈り上げ後 の 水 田 を中心 に集中観
測や航空機検証 と解析を進めた . 第2 ス テ ー ジで はさらに目的4 を大きく掲げて , そ の初年
に水 田 ･森林 ･湖面 ･ 都市と い っ た土地利用を含む より広い領域にお い て集中観測と航空機
･飛
行船検証 を進め, 加 えて 2年目か らは稲の 活き活き しとた夏耕に集中観測の 時期を移 し, 徳
半で は時間ス ケ ー ル をさらに広 げるために各土地利用 で 常設観&rJをス タ
ー トして い る ･ すな
わち, ｢常設 ･ 集中観測両方 の観測情報と衛星 情報と陸面
･ 大気 モ デル 及 びそ の 出力と の タイ
ア ッ プ+をはか っ て 目的4 . の 実現 を大きな目標の 一 つ と して きた ･ 衛星り干
- トセ ン シ ン
グとの 関わり で い うと, 集中観軌時に は必 ず しも良好な画像が得られ ない と言うの が常設観
測 - 踏み込ん だもう
一
つ の 大きな理由 であり, そ の ために第2 ス テ ー ジ最終年に プ ロ ジ ェ ク
ト開始以来のLa nds at/Th4デ ー タを収集した .
さて , 第2 ス テ ー ジ の最終日的で あ っ た｢4 ･ .ス ケ
ー ル 効果 の解明+は実際の と ころその 緒
に つ い たと こ ろで あり , 第 3 ス テ ー ジの 大き な目的の
一 つ となるだ ろう･ それ を通 して 目的
5
,
6 の 達成が加 速され る もの と確信 して い る ･ 衛星リ モ
ー トセ ン シ ン グは , 地上検証を最
もな べ - ス なも の しなが らも, 1) 面情報によ る陸面
･ 大気 モ デル の 同化 と検証 ･ 2) 長期情
報に よる植生 フ ェ ノ ロ ジ ー の解明, と い っ た形 で 大きな役割 を しめ て ゆく も の と考えて い る
